
ま　え　が　き

『ICU 日本語教育研究』第 19 号をお届けいたします。
発刊母体であるグローバル言語教育研究センター（RCGLE）は 2018 年 4 月 1

日に日本語教育研究センターから発展的に発足し、『ICU 日本語教育研究』を第
15 号より発刊してまいりました。グローバル言語教育研究センター発足以来の 5
年間、本紀要の発刊以外に、言語教育の指導・研究の促進という使命のもと、講
演会及びワークショップやシンポジウムの主催、そして夏期日本語教育（SCJ）
の運営を中心に活動を続けておりました。しかし、教養学部との業務内容の融合
に向け、グローバル言語教育研究センターは 2023 年 3 月 31 日をもって閉所いた
します。これまで本研究センターの活動にご尽力ならびにご支援くださった学内
外の方に厚く御礼を申し上げます。

また、本センター閉所に伴い、歴史ある「ICU 夏期日本語教育」が終了し、2023
年度より日本語と日本研究の内容が両輪となる新しいプログラム“International 
Summer Program in Japan”として生まれ変わります。本学に新しく設置されるセ
ンターが運営を担当いたします。これまで長年に渡って SCJ を支えてくださった
学内外の方に敬意をもって、心より感謝を申し上げます。

本センターが発刊する最終号には研究論文が 1 点、研究ノートが 3 点、実践報
告が 3 点、夏期日本語教育の報告文が 4 点、ライティングサポートデスク（WSD）
報告 1 点、そして講演会・ワークショップの報告を掲載いたしました。幅広いト
ピックが取り上げられ、多様な視点から日本語教育及び言語教育を見つめること
ができ、読み応えのある号に仕上がりました。『ICU 日本語教育研究』につきまし
ては、後継誌を日本語教育プログラム（JLP）が中心となって発行する予定です。
これからも日本語教育についての研究成果や活動の報告が活発に発信される場が
本学にて継続され、守られることに感謝いたします。そして次号を楽しみに待ち
たいと思います。

2023 年 3 月吉日
グローバル言語教育研究センター長

藤井彰子
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